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盛夏の候、青空と白い雲の下、溝を流れるせせらぎの音が気持ちの良い季節となりました。梅雨明け以降、連日

の猛暑となっておりますが、どちら様も体調を崩されていませんでしょうか？ 

せせらぎの音と言えば、７月 18日には地元の有志の方々による「轟の滝周辺清掃」が行われました。約 30名

の皆様がデッキブラシで石畳をきれいにしたり岸辺の草払いをされ、その様子を撮影させて頂きました。２０１８

年、発起人が同級生を誘って始めた活動だそうですが、所属する野球チームの縁からも広がって今では年齢を超え

て協力者も増えこの賑わいとなっているそうです。 

強い陽射しと川面を吹く風の中、撮影のため一点に目を凝らしていると、聴こえるのはやがて水と草払い機のエ

ンジン音だけになりました。ふと気が遠くなるような心地で“同級生”という追いつけない世界に羨望に似たもの

を抱きつつ、この頼もしい方々がこの先も元気に集まることを楽しんでほしいと切に願いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年７月 30日発行 

２０２１  第４６号  (４) 

 

 

しいば川稚魚放流体験                

Ｒ3．6.28（月） 青少年育成部会 

ビフォー  

アフター  

水も心も澄みきっていますね。２枚目にも続きます！ 
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文責：谷山佳世 轟・大野原地区地域コミュニティ☎＆FAX ４３－３２５６   お読み頂きありがとうございます 

 

↑作業中、１０時半くらいになるとだんだんと家

族連れも増え、作業の方々と入り混じったほの

ぼのとした景色になりました。 

 

刈払機隊とデッキブ

ラシ隊、役割分担も

ばっちりです 

 
↑観光協会の方

も参加されました 

   ちょっといい話   集合写真を撮ろうとした時「撮りましょうか？」と

高校生くらいの女の子が声をかけてくれました。私は先輩方の写真に混ざるわけ

にもいかなかったので丁重にお断りしましたが、のちに川遊びをしている彼女を見

かけ感謝の気持ちを伝えると「日本の学校に入るので家族でドイツから大分に帰

国したばかりで、今日はたまたま遊びに来ました」とのこと。さりげなく親切な声を

かけられる文化に育ったお嬢さんを魅力的に感じ、爽やかな気分になりました。 

お知らせ丹生川区の辻田正信様より、保護司会

で作成されたかわいいうちわを１００本 

頂戴しました。猛暑に有効活用さ 

せて頂きます。ありがとうございました。 

お疲れ様でした 

地域づくり部会「サロンでお楽しみ企画」 古賀安子先生の 

スマイル健康体操 Ｒ３．７．２８（水） 

ａｔ 不動ふれあい体育館の和室 盛り上がりました！ 

 

参加募集に声かけの加勢を頂きありがとうございました 

山口久義部会長 


